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私ども、国連ＮＧＯ新日本婦人の会は、1962 年の創立から、子どものしあわ

せのため、教育環境改善などに地域で草の根からとりくんできました。

私たちは 1980 年から毎年、「軍事費を削って、暮らし・福祉・教育の充実を」

と、女性・国民の願いを反映した国の予算を求めて、「秋の行動」にとりくん

でいます。

依然として都市部を中心とした待機児童や保育士不足の問題が解決しない

なか、10 月に幼児教育・保育の無償化がはじまりましたが、対象の拡大や副食

費の実費徴収をめぐる問題など多くの課題を多く抱えています。すべての子ど

もたちが格差なく、等しく質の高い保育が保障させるために以下、要請します。

1．幼児教育・保育の無償化は、国として財源を負担し、3 歳以上児だけでなく

0～2歳児についても所得の限定なく対象にすること

1．副食費は、私費負担ではなくすべての子どもを無償にすること

1．保育士の処遇を改善する財源を増額し、専門職にふさわしい処遇の改善を

行うこと

1．保育士の配置基準が低すぎて、子どもの安全を守れない状況が起きていま

す。保育の質を確保するための人員配置に必要な予算を付けること


